いた。 頭が いいので、 やる ことに ソッ がな く、 ことに 

得意な 機械の 知識 を 悪用して、 身の 毛 もよ だつ 新しい 

犯罪 を 重ねていた。 三年 前に 脱獄して 行方不明 になつ 

たま ま、 ひょっとすると 死んだ のだろう と 噂され てい 

た 岩だった が …… 。 

「ここに 密告 状が 来て いる」 

きりば- .1 

総監 は 桐 函の蓋 をと つ て 捜査 課長の 前に 押し や つ た。 

その 中には 一通の 角 封筒と、 その 中から 引出した らし 

ようせん 

い 用箋と が 入って いた。 

のぞ うな 

「う ー む」 と 課長 は 函を靦 きこんで 呻った。 「イワ ハ 

十三 ニチ フネ デ トウ キヨ ウニカ ェ ッ テク ルゾ。 —— お 



「どこ だ、 どこ だ」 

大 江山 課長 は 双眼鏡 を 借りて 指さされた 遥か彼方の 

o るが え 

海上 を 見た。 なるほど 水上 署の旗 を 翻 した 一 艘の汽 

艇が 矢の ように 沖合 を 逃げて ゆく。 

「あ ッ！」 課長 は 舷 から 乗り出さん ばかりにして 叫 

んだ。 「いる ぞ。 機関長の 姿 をした 奴が 見える。 よ 

しッ、 追跡 だッ」 

壮烈な 海上 追跡が 始 つた。 逃げる 汽艇 は 東京の 方へ 

進んで ゆく 様子に 見えた。 しかし 課長が こんな こと も 

あろうかと 選定して 置いた 快速の モ ー タ ー ボ— トは、 



例の 貨物自動車 は、 路面の 柔 いのに 注意して か、 ソッ 

と 動いて いる。 

ほどう 

四 五分 経つ と、 いい 舗道へ 出た と 見えて、 自動車 隊 

は 速力 を ダンと あげた。 見る見る 自動車の 姿 は 小さく 

な つ て ゆく。 

「チ エツ。 まだ 大 通へ 出られない のかな ァ」 

えん 

「早く 円 タクで もっか まえない と 駄目 だぞ」 

「ああ、 しめしめ。 あっちから ボロ 貨物自動車が やつ 

て 来た。 ォ— ィ、 ォ— ィ」 

「ォ ー ィ。 乗せて つて くれよ ォ ー」 

やっと 一 一人 はボロ 貨物自動車 を 停める ことができた _ 



り 寝食 を 忘れて いる 有様 だ。 金塊 事件の ニュ— スが出 

たと き、 三 吉と大 辻 はまた 理科大学で 地 盛 を 見て いた。 

二人 は 号外 を 両方から 引 張り合った。 

「僕の 思って いたと おりの 大事 件 だ。 これから はもつ 

ともつ と 凄い ことがあ ると 思うよ」 

「これ は 大変な ことにな つた。 帆 村 先生に フランス か 

ら 帰つ て 頂く， ，- とに して はどう かな」 

大辻は 岩の 靴型 を 握る 手 を 震わしながら、 いよいよ 

本音の 弱音 を 吐き だした。 

「驚く なんて みっともな いよ」 

と 三吉は 大きい 男 をた しなめ た。 「僕たち は 警視庁 



人 は、 思いがけな くも、 本郷の 理科大学の 中へ 着いた 

ので 驚いた わけだった。 

そして、 そこまで 送って くれた 自動車の 中から、 一 

人の 怪人物が ノコ ノコお りてきた が、 これが いま 鉱物 

学者と して 世界に 響いて いる、 真 鍋 博士だった ので、 

二度び つくりだった。 博士 はス タス タと 研究室へ 入つ 

てし ま つ た。 

(二度 ある こと は、 きっと 三度 ある) 

ことわざ 

と 諺に いうと おり、 二人 はとうとう 三度 目の びつ 

くりに ぶつ からねば ならな か つ た。 

「この 盛土 はお かしい ね」 と三吉 少年 は 叫んだ。 



「なに 煙？ おお、 あれ か」 

見る と、 やはり 海の 方角に、 煙突の 煙に して は、 す 

, J し 量が 多すぎ る 真黒な 煙が ム クム ク ともち あがって 

いる。 

「はてな、 おい、 通信員。 横 浜 警察 を ラジオで 呼び出 

して、 尋ねて みろ」 

ジィ、 ジィ、 ジィ。 

横 浜の 警察 はすぐ に 呼び出された。 

「おお、 こっち は 警視庁の 特別 警察 隊。 お尋ねし ます 

が、 海の 方角に、 煙が 立って いますが、 あれ は 何です」 

「さあ、 まだ 報告が 来て いません が —— 」 といって 横 



れ るより はまし だッ」 

くう 

もう 目 を 明いて いられぬ ような 速力 だ。 自動車 は 空 

うな 

を 走って いるよう に 思えた。 サイレンの 恐ろしい 呻り 

にぎ 

声が、 賑やかな 大通 を、 たちまち 無人の 道の ようにし 

た。 

やっと、 恨みの 残る 波止場へ 出た。 なるほど 燃えて 

いるの は エンプレス 号だった。 黒い 煙 や 黄色い 煙が 色 

テ— プ のように、 横 なぐりの 風に 吹き 叩かれ、 マスト 

の 上 を、 メラ メラと 赤い 火 焰が舌 を 出して いた。 

「金貨 は？」 課長 は 叫んだ。 

しょう キ.1 ん ぎんこう 

「安全に 正金銀行 へ 移しました」 と 波止場 を 警戒 中 



正金銀行の 大金 庫 は、 入れる のに は 簡単だった が、 

開く のに は 大変 骨が折れた。 それ は 容易に 盗み出され 

ないた めだった。 

ようやく、 ギ— と 最後の 室が 開いた。 もうあと は最 

後の 文字盤 を 合わせて、 ハンドル をぐ つと 引 張れば よ 

ヽ o 

レ 

大 江山 課長 はじめ 警察の 人々、 銀行の 人々 は、 思わ 

ず 唾を嚥 みこんだ。 

ガ チャン、 ガ チャン、 ガ チャン。 —— 



だる 

ハンドル を 握って 引 張る と、 ビ— ル樽を はめこんだ 

ような 金庫の 扉が、 音 もな く 口 を あけて くる —— 

金貨 は？ 

「あ ッ」 

「おお、 金貨が 見えない」 

不思議 だ、 不思議 だ。 金貨が 重さで 一 瓲半も あると 

いうの が、 姿を消して 一枚 も 残って いなかった。 あの 

厳重な 警戒 網 を 誰が 抜ける y 」 とがで きたろう。 

全くのと ころ、 この 金庫 室に は 誰も 入らなかった の 

に、 それ だのに 金貨 は 煙の 如くに 失せて いる。 

大 江山 課長の 顔 は、 赤くな つた かと 思う と、 こんど 



地下室で 不安な 顔 を 集めて いた 岩の 子分 は、 サッと 

顔 を あげた。 入口の 上に つけた 赤い 電灯が、 気味 わる 

く 点滅して いる 

n ッ、 n ッ、 n ッ n ッ。 

「う ッ、 親分 だッ」 

「親分 は 無事だった ぞ」 

子分た ち は 兎の ように 席から 躍り 出て、 扉 を 開いた。 

はたして 外に は、 岩が、 スック と 立って いた。 

「お帰りな せえ」 「お帰りな せえ」 

ちくち く 

岩 は 黙々 として 室に 入った。 右手 を 深く ポケットに 

入れた まま、 大変 疲れて いる 様子 だ。 



これ じ や 話が 合わない。 一体 どっちが 本当なん です」 

「それ だ」 岩の 顔 は 歪んだ。 「俺 は 正金へ 金貨 を搬ば 

せる 計画だった。 ところが ラジオで は、 海底に 金貨が 

沈んだ と 放送し、 それから 二度目の ニュ ー ス では、 金 

貨が 海底で 見え なくなった という。 これで は 俺が 手 を 

とび あぶらげ 

出さない 先に、 鳶に 油揚を さらわれた 形 だ —— と、 も 

う 少しで ロ惜 涙で 帰る ところ だ つ た。 

ところが あれが 警察の デマ、 でたらめ なんだ。 正金 

さよ < り ± < 

銀行へ 移した こと は 極 力 秘密 さ。 そう 放送 すれば 岩 

は 諦める だろうと 思った の だ。 …… 俺 はも 少しで マン 

マと 百万 弗 を 握り 損 うと ころ だ つ た。 



警察 にしち や、 鮮か すぎ る 手 だ。 そこ で 俺 は 気が 

つくべ きだった」 

「どう 気が つくべ き だ つたんで す」 

「爆弾に 手首 を 吹き飛ばされ、 痛い ッと 叫んだ 瞬間に、 

俺 は 気がつい たの だ。 恐るべき 俺の 敵が、 日本に 帰つ 

てきて いると いう こと を 」 

そういつ て 岩 は フッと 押し黙った。 怪盗 岩が 恐れる 

敵と は、 そ も 何者か？ 

岩 は 1? をす る？ 



「気を付け ッ」 大 江山 捜査 課長 は 九 人の 決死隊 員 を 並 

ベて 号令 を かけた。 九 人が 九 人、 いずれも 強そう な 立 

派な 体格の 勇士ば かりだ。 この 中に 岩が 紛れ こんでい 

て は 大変と、 課長 は 一同 を ズラリ と 見廻した が、 誰も 

かも チャンと していた。 

(まず 安心 だ) 

と 課長 は 心の中で 思った。 しかし 念のために 勇士た 

ちの 手袋 をと つて、 その 手 を 見て おくと よかった ので 

ある けれど、 岩が 片手 を 爆弾で やられた こと を 知らぬ 

課長の ことと て、 それ は 気がつかなかった。 

「穴 掘り 機喊も 取りよ せて ある。 ほら、 あの 自動車に 



「なに 反対 をす る。 この 弱虫め！」 

「僕 はい ままで 探偵して きた こと を 続けて ゆく 方が い 

いと 思 うんだ」 

「なんの かんのと いうが、 実は こわい のだろう。 わし 

はそんな 弱虫と 一緒に 探偵して いたく はない よ。 帆 村 

先生が 帰って来て 叱られても、 わし は 知らぬ よ」 

「叱られる のは大 辻さん だよ」 

「いや、 もう 弱虫と、 口 は 利かん」 

とうとう 三 吉と大 辻と は 別れ別れにな つ てし ま つ た _ 

大辻老 は 決死隊に 参加 を 許される と、 いよいよ 大得 

意 だ。 ふんぞりかえって、 自動車に 乗って いる。 ナポ 



三吉 少年 は 一 人 残された が、 失望し ない。 

「すみませんが、 ちょっと 測らして 下さい」 

そうい つ て 彼 は 日本 橋 界隈の 地下室の あると ころ を 

一軒一軒 廻って は、 携帯 用 地震計 を 据えつ けて 測って 

歩いた。 

「 一 体、 何 を 測 るんだ い」 

「おじさんの 家 は 大丈夫 だとい うこと が 分 るんで す 

よ」 

「なにが 大丈夫 だって」 

「それ は 今に 分ります よ。 フ フフ- 



大 江山 隊長 を 先頭に、 大辻珍 探偵 をビ リツ コに、 一 

ちぐら 

行 十一 勇士 は 勇ましく も 土竜の ように (というと 変 だ 

めいあん 

が)、 明暗 も わからぬ 地中に もぐりこんだ。 始めは 

腹 這って、 やっと 通れる くらいの 穴が、 先へ 行く につ 

れ 大きく 拡がって きた。 おしまいに は、 楽に 立って あ 

るけ るよう になって、 持ち こんだ 穴 掘 機械が 邪魔な く 

らいだった。 

「さあ、 こんど は 穴が 北に 向いた ぞ」 

と 磁石 をし つかり 手に 持 つた 大 江山 警部が 叫んだ。 

「は あ、 もうこれ で 横 浜の 北東 を 十 キロ も 来ました」 

と 測量^の 警官が 報告 をした。 こうして 一 行 は 今 ど 



の 辺の 位置に いるの か を、 地図の 上に 鉛筆の あと をつ 

けながら、 た ゆまず 前進 をつ づけた。 —— しかし 一向 

に、 「岩」 にも 出会わなければ、 その子 分 手下に もぶ つ 

力^-な レ 

「ねえ 大 江山さん」 と大 辻が 後から 声 を あげた。 「岩 

の 奴 は、 あの 大金 を 持って、 外国へ ずら かったん じ や 

おそれ 

ありません か。 それとも 私達に 恐 をな したの か、 さつ 

ぱリチ ュ ゥ とも 鳴きません ぜ」 

大辻老 は、 岩 を 鼠 かなん かと 間違えて いた。 一行の 

ちょうど 

気がす こしゅる みかけた。 丁度 そのと きだった。 

ど ど— ン、 ぐ わ— ン。 いきなり 恐し い 物音が、 後の 



「なに 帰れない」 大辻老 の 顔色 は 紙の ように あせた。 

「帰れない とたい へんだ。 早く 掘って 穴 を あけと いて 

下さい」 

しかし 隊長 は 一 向 号令 を 下さない。 さすが は 捜査 課 

長 だ。 這いつ くばって 崩れた 土の 臭 を 熱心に 嗅いで 

いるの だ。 

「おお、 ダイナマイトの 小型の を 仕掛けた 者が いる。 

油断 をす るな ッ」 

「大丈夫です。 大丈夫です」 と 一 同。 

r ダッ、 ダイナマイトで すって」 大辻老 は 気が 変にな つ 

た 鶏の ように、 一人で バタ バタ 跳ね かえって いる。 



確かに 一名 足りない。 どこへ 消えた というの だろう。 

その 足りない 男に ついては、 誰も かも どこの 誰 だか 

ハツ キリ 知らなかった。 一同 は 心臓 を ギュッ と 握られ 

ぶ きみ ふる 

たように、 無気味 さに ひえあがった。 



岩の いた 証拠 



「オイ 大 辻君。 君の 大事に している 足型 は、 こういう 

ときに 使わな くち や、 使う ときがない よ。 ちょいと S 



隊長 はじめ 一同 は、 狭い 地中 路の 中で、 歯ぎ しり 嚙 

んで 口惜しが つた。 

「オイ そんなに 口惜しい かッ」 

そのと き 一 同の 背後に、 鋭い 声が あった。 



大辻老 の 狂乱 



「なに をッ」 

一 同が ふりかえ ると、 五メ —， ^ル ほど 向う に、 どこ 



岩 は 細心の 注意 を 配って、 ソロ リ ソロ リと 隣の 室 を 

ひとけ 

うかがった。 人気ない の を 見す まして、 だんだんと 事 

務 室の 方へ …… 。 やがて 硝子 戸越し に、 三吉 少年が 

うしろむき 

後 向に なって、 地図 を 案じて いるの が、 ハツ キリ 解つ 

た。 

「う— む」 

岩 は それ を 見る と、 満面 を 朱に 染めた。 

(小童め、 おれ 様の 計画 を 嗅ぎつ けたから に は、 もう 

生かして おけぬ ぞ。 小童の 癖に、 おれ 様の 仕事の 邪魔 

を 19 る 赞 礼 をす る そ。 う. 1 む) 

岩 は 胸の 中で その 呪わし い 言葉 を 吐く と、 静かに 硝 



子 戸に 手 を かけた。 戸 は 細目に 開いた。 音 もな く 大き 

く 開く。 岩はス ルリと 三吉 のい る 室内に 滑り こんだ。 

その 手に は コルトの 六連発の ピストル を 握って。 

三吉は 一 向 気がついた 様子 もない。 

「うぬ ッ」 

まま" — ン +6+0: — 、ノ 

ついに 引金 は 引かれた の だ。 はげしい 弾丸の 雨の 下、 

まぬ か 

この 近距離で、 果して 三吉は 射殺 を 免れる ことが 出 

来る だろう か。 否！ 否！ 



岩の 悲運 



三吉の 頭のと ころに 最初、 プスリ と 穴が あいた。 次 

に 肩のと ころに 。 

「あ ッ」 

と 鋭い 叫 声 だ。 叫んだ の は三吉 でな くして、 それ は 

「岩」 だった。 ガラ ガラと 硝子 板の 壊れる 響が した。 

(しまった！) 

三 吉を射 つたに は 射 つ たが、 三吉が 大きい 魔法 鏡に 

うつって いる その 三吉を 射った ので、 三吉の 生命に は 



いった。 およそ 四 五メ— トル も 下った ときの こと だつ 

なまあたたか 

た。 突然に 彼の 頰を、 一陣の 生 温い 風が、 ス ー ッと 

撫でた。 

「おや ッ」 



袋の 鼠 か？ 



(なんだろう？) 

三 吉は瞎 中 電灯 をパ ッと 照らして みた。 すると そこ 



に は 真四角な 窓みたい な ものが、 壁のと ころに ポ カリ 

と 開いて いた。 生温い 風が、 その 窓から ス ー ッと 吹い 

てきた。 

(どこから 風が 上 つ てく るの だろう。 この 窓の 下に は、 

なにが あるの だろう？) しかし グ ズグズ している 場合 

ではない！ 

「ょォ し、 突進 だッ」 

まげ 

三吉は 自分で 自分 を 励ます ように 叫んで、 その 窓の 

中へ 入って いった。 内部に は 誰が 栴 えたの か 階段が 

あった。 少年 は、 薄明る い 懐中電灯の 光 を 頼りに、 ゴ 

まり 

ム毬 のように トン トンと 階段 を 下って い つた。 



九死に 一 生！ 



扉 は 重い と 見えて、 ほんの 少しずつ 拡がって いった。 

「お、 親分？」 

と 三吉の 頭の 上で、 太い 声が した。 

(もう 駄目 だ ッ) 

と 三吉は 思った。 敵 も 敵、 岩の 子分で ある。 上から 

む たくま 

は 岩が 恐し い 眼を剝 き、 下から は 逞しい 子分が 腕 を 

きわ 

鳴らして いるので ある。 三吉の 進退 は、 まったく 谷 

ま つ てし ま つたので あった。 



と 子分 は 飛びの つて、 運転手の 席に ついた。 岩 も 続 

いて 乗リ こんだ。 

ま 

「親分、 なんです。 その 足のと ころに 捲き つけて いる 

長い もの は …… 」 

したうち 

「これ か」 岩はチ エツと 舌 打 をした。 「小僧に 捲き つ 

はがね かぎ 

けられた 鋼の 口— プ だが、 上の 鉤の ところ はやつ と 

外して 来たが、 あと は 足首から 切り離そう としても、 

固くて なかなか 切れ やしない」 

「そんな 長い もの を 引 張って いらっしゃる なんて、 ご 

苦労 さまです ね」 

「な、 なに をッ」 岩 は 子分 をピシ ャリと ぶんなぐった _ 



はき こえなくなる かと 思われた。 

岩 は 機関車の 出入口に 近く、 向う を 向いて 膝小僧 を 

抱えて いた。 彼 は、 

「見ろ よ 見ろ、 見ろ」 

と、 呪の 声 を 発しつ づけて いた。 

三吉 はじり じりと 匍いながら、 前進した。 彼 は 岩の 

足首 を 縛つ ている 口 ー プの 端つ こ をつ かんだ。 

(見ろ よ 見ろ、 見ろ！) 

ひとりごと 

彼 は、 岩の 独 言 を 真似して、 口中で いった。 

てつごう し 

口 ー プの 端つ こ は、 素早く 機関車の 鉄 格子に 結びつ 

けられた。 
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